
(5島

n
十
市
山
内
の
中
に
生
き
る
欽
治
μ

を
め
ざ
し
て
、
新
し
く
念
品
閉
し
た
対
話
集
会
叶
み
ん
な
の
市
民
民
家
」
・

も
二
年
の
サ
イ
ク
ル
を
終
え
ま
し
た
。
六
月
下
旬
か
ら
は
、
第
二
年
次
の
対
話
集
会
に
入
り
ま
す
。

第
一
年
次
の
集
会
合
福
れ
ソ
返
っ
て
、
一
有
ι
思
議
で
あ
コ
た
」
と
の
ご
患
日
比
も
い
た
だ
主
ま
し
た
が
、

「
テ
!
?
は
ど
の
よ
う
に
し
て
決
め
た
の
か
」
、
「
ど
う
反
映
さ
れ
る
の
か
」
な
ど
、
幾
つ
か
の
質

問
も
寄
せ
ら
れ
ま
し
允
。
提
示
さ
れ
た
問
題
も
、
可
能
な
か
ぎ
り
予
算
化
さ
れ
ま
し
た
が
、
対
話
の

あ
り
方
で
検
討
の
余
地
が
多
く
残
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
ご
怠
日
比
の
傾
向
を
ご
紹
介
し
な
が
ら
、
こ

っ
た
ら
よ
い
の
か
を
、
考
え
て
み
た
い
と
泡
い
ま
す
。
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みどりと剰を求めて
今月は、昭和51年度ぽ化モデルド日誌として衣帯
された地域回悼の活動状況昔、市政モニタ」の加

藤賢吉さん (56議〉に、取材していただいた。民 間iiiiii戸尋電話iiii
!!i;;;;ji!;担:設機会



で
、
必
ず
申
請
を
。

門
革
殺
さ
の
、
必
要
な
方
〕

潟
六
十
八
歳
以
上
白

計
百
以
前
L
住
ま
れ
た
カ
)
で
、

部
段
(
留
民
健
毘
保
険
袈
百
を
含
む
)

に
明
人
し
で
い
る
乃
。

円
平
'
続
発
の
い
ら
な
い
方
}

しょう

平境駅周辺の自転車1置き草劃立、すでに自転車があふれ、

指定場所以外にもた〈吉ん壁かれています。会長行者の私惑

になっているところもあるので、釈の近くから通勤、通学

している方は、恭ぐようにお願いします。

自転車は正しく置きましょう@

日 程 午前9時-11時 午桂1時-3時

5丹178 平塚新宿，掘子車，唐ヶ原，錦町
真平下中宿車土壇 束中原，宮軒令町中原上積f ゆ原調融 宅追分，大原

5丹188

事E団Z眠繍代K量S叫間F醐λd幡融組E憶叫S主人測主東町合I恥組唱宵村'HEV哨丘州盟商提λ輔

由主
5月198
5月2G8 。宝町 浅間町，明石町，見附町?立野町
5月218
5耳238

天へ千iB代. 
夕陽ケ丘、榎木町，上平塚.須
賀町八重映昭一

町
5丹248 諏輩平訪，町，黒部豊丘， 高話台， 松昆町
5月308 車町?富士見町e 達

上ヶ丘
5月318 指定日に都合同悪い方

奥泉相談窓/湘落怨夜行政センター曹(22)2711 
<>法樟相談毎月欝Z第 3金鱒8 13待-16時〈受付8時半、議
諮でも可〉その他、毎月教育相談、交通事故相談、内職相談、

高齢者絵草訪日談を行っています@

や照市合同栂談 5月27臼 13時-18時平壇駅北口交番前
〈相談は法俸千百談、教育指談，交通事故栂談、県政、市政)

般相談なと〉

領社会宣車内務談窓智(3)おお

・毎週月綴臼く欝5者総01事時-15時
母子穏談〉平日、昔時-15<時3C分・常設
家庭氾欝棺談・平目、 S時-16時・常設

・平日書碍30.分、4自縛，怒喜章

被受付!式相談鰐捕時稽から

一一

市渓穏談室/市役所管(23)!111 

一般法律相談.6月148(ヅ咽置日〉・ 13時-16時 人激に納裂がある
ノに揖法律椙談・ 6Yl4臼〈土曜日〉・13時-16時
行政苦情指談・ 6Yl48(土曜日3・13時-16時
登記相談・ 6月1013(金蝿日〉・13時-16時
宅地建物相識・ 5月24呂て火盟Bコ・ 13時-16時人数に叡j取がある
住宅相談・ 5月17日c/(摺臼〉・ 13時-16時
発部帯案 E特許〉相談・ 8月13臼〈月曜日〉・ lC時-15時
下籍取引巡@Jあっせん.5月19日仁木曜日〉・13時-16時

総資生活相談 s鯨鹿7.KIl彊包 '10時-15時
青少母相談・平母、雪渓ト16時・常設〈青少年課〉
φ5電通事設相談i 毎滋月額百・ )_Q時-16持場所交通安会協品内

φ置主曹相談・J寺覇罷8-金綴B'百時-1器時教育研究所招談室蓋



は
通
白
現
象
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
い
と
か
い
た
手
も
っ
と
r
わ
や
レ
い
閣
沼
田

一
新
し
く
市
民
と
な
る
人
が
、

T
ぺ
童
あ
げ
て
「
来
ら
れ
な
い
よ
ラ
」
に

で
品
所
得
白
人
で
あ
れ
ば
ζ
つ
し
た
し
む
け
て
い
る
の
で
す
a

現
象
は
起
こ
り
ま
せ
ん
が
、
演
実
に
財
政
力
白
乏
し
い
日
治
体
と
し
て

は
中
所
得
白
人
、
侭
所
得
の
入
、
あ
は
、
一
閣
の
自
楊
手
段
で
あ
D
、
あ

る
い
は
蝿
所
樽
の
人
が
多
〈
、
納
め
る
穏
媛
、
や
む
を
克
な
い
簡
も
あ
る

四
月
白
は
じ
め
、
京
市
の
人
口
は
シ
ス
が
と
れ
て
い
る
ζ
と
、
道
路
や
て
い
た
#
守
山
刷
会
議
仔
で
は
、
と
う
と
と
は
わ
か
り
ま
す
。
し
か
し
、
だ

一一
O
万
人
の
大
台
語
通
え
ま
し
た
。
下
水
道
、
学
校
、
公
共
施
設
な
と
い
て
い
新
し
い
行
政
経
費
に
は
足
D
受
か
ら
と
い
っ
て
、
都
市
や
府
県
が
み

い
わ
ゆ
る
二
O
方
都
市
が
実
現
し
た
わ
ゆ
る
都
市
施
設
が
帯
備
吉
れ
て
い
せ
ん
。
ん
な
そ
う
し
た
や
担
方
を
と
っ
て
よ

弘
親
捜
曹
S

F

)

る
に
と
、
市
民
の
所
内
掃
水
準
、
牛
返
そ
れ
な
岳
、
人
口
抑
制
講
を
と
っ
い
も
の
で
し
ょ
う
か
。
呂
本
自
鴎

t

h
一一へr
h
J
V川
水
準
が
高
い
こ
と
去
の
要
素
局
て
で
き
在
告
を
増
や
さ
な
は
わ
ず
か
に
コ
一
主
主
草
子

却

を

よ

J
L空
襲
昔
、
3

3百
?

と

の

狭

量

定

一

億

一

千

万

合

一

守

主

一

点

腕

紙

幣

、

畿

自

ヰ

ι富
島
抑
「
し
て

L

F

4

a

事
g
h

人
が
尚
を
寄
せ
合
う
よ
ち
に
し
て
蕃一

f
J
3
1
f
b議問、
i
t
i

品
事
問

F
4
4
軍
畠

g
F
#
句

E
L
Z
，t

/
か
留
札
絡
協
笥
E
j
j
/

し
て
い
る
の
が
い
ま
の
聾
で
す
。

J

た
さ
れ
て
い
る
館
市
の
こ
と
だ
仁
r怯
い
よ
ー
つ
に
す
れ
ば
よ
い
で
は
な
い
か
自
分
の
住
台
地
域
さ
え
よ
け
れ
ば

白
で
す
。
本
市
の
一
人
口
は
、

ζ
れ
か
い
ま
す
J

と
い
う
考
え
も
で
て
き
与
ゑ
J
o

そ
れ
で
い
い
。
他
偶
者
は
入
っ
て
く

ら
も
い
ぜ
ん
と
し
て
増
え
続
け
る
で
人
口
が
増
え
れ
ば
、
そ
の
分
#
仔
都
市
に
正
つ
て
は
、
か
な
り
ハ
ツ
キ
る
な
4

0

と
い
う
や
り
方
は
ど
ア
ん
な

し
よ
う
か
ら
、
二
五
万
都
市
二
一
一
O
市
の
行
政
は
が
U

〈
な
っ
て
き
ま

7
pレ
予
感
で
人
口
抑
制
策
を
£
っ
て
も
の
で
し
ょ
う
か
。
京
市
白
人
口
が

万
都
市
に
な
高
白
も
号
っ
一
唾
い
噂
来
カ
ネ
〈
予
算
)
も
事
〈
必
要
に
な
っ
い
ま
す
し
、
ま
た
同
県
白
中
に
も
こ
増
え
続
け
る
こ
と
歪
確
実
な
混
在
、

白
ζ

と
で
は
な
い
と
患
い
ま
す
。
て
戸
垂
ず
。
市
の
行
政
党
付
な
r
っ
た
う
し
十
或
舗
を
と
っ
て
い
る
と
こ
ろ
京
市
岬
仔
白
悶
媛
と
し
て
で
な
く
、

し
か
し
、
人
口
が
増
え
る
と
い
う
め
の
綬
買
は
、
そ
の
ほ
と
ん
と
が
市
が
あ
わ
ま
す
。
要
す
る
に
「
来
て
も
臼
本
白
都
市
人
口
問
園
地
と
し
て
ζ
の

ζ
と
と
、
都
市
が
都
市
ら
し
く
な
る
民
自
税
舎
で
す
か
ら
、
人
口
が
増
え
ら
っ
て
は
図
る
」
と
い
う
白
で
す
。
と
と
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

と
い
う
こ
と
と
は
必
ず

Lも
一
致
し
た
た
め
に
必
要
に
な
る
経
費
は
、
題
し
か
し
、
あ
ま
り
入
ッ
キ
η
と
断
る
思
い
ま
ナ
伺

ま
せ
ん
。
本
当
に
都
市
ら
し
い
都
市
え
た
人
た
ち
が
負
担
す
る
白
が
本
来
わ
け
に
は
行
か
な
い
白
で
、
水
が
足

と
い
う
の
は
、
関
舗
と
人
口
の
パ
ラ
の
あ
り
方
で
す
F

し
か
し
、
実
際
に
ら
な
い
と
か
、
電
力
が
供
給
で
き
な

>16く

川川i山"川川i“iけ}川川i川山3刊"なるぺ〈滋5定主された月iにこ1川川"川1刊1川2

S月 E口鶴中学校区域

雪月 太洋中学校区竣

印鑑登録制度が変わり、印鑑愛録涯を交付している

むで、印鑑を持参して申請をしτください。

E手続き由Eヨ程E
5月中原中学校区域

8月 神回中学校区域

7月 浜窃中学校長ま域

山山l川"山山i付山lη2もう加入されEま主したか l刷s討凶山4付州州州川"川山川3付州州"川"山1

4月中で交i滋車災害共苦務寄加入の予約受けf付寸け7がD肘f 
賂わつたカがf人、まだ加入されていない方は、最

寄 Dの銀行や農協でいてヨコでも加入できるの
で、申し込みを。

とむ制度は、市民が)丸となって、痛ましい

交通事故の犠牲者に見舞金を支給して、救済

ずるもの。一人でも多くの市民のみなさんで

!'!lJU古いをe

⑧ま普金 おとな 1人苛樹初日円、
l∞内
全線 z



ク 27il 下宿東、南町内会
?-28[1 下宿困、北町内会

?-30H 下宿住宅、新1.11端白地自治会
6 J-j 1 n 衷宿束、西、北町内会
" 2訂-3日 東中原自治会
4少4臼 草稿一、第2自設会、新作1，唱、

事Y凸!J自治会
?-6[l 中市東、西町内会
Z南原地IKl
8月8日-9日 南原地区町内会
Z城島地底]
6汀10日 掛f折、下島、下島田地自治会
?-11日 大島、大腸服地、下島第二団地自

治会

?-13[1 I}Sr'itI属部喜長
引出也韮主E

6月15Ecl 公所自治会
ρ16日 根坂間、万国民康自治会

~17日 出縄自治会

p18日万問自治会

以下次培へつづく

みんなで参加しょ

とき 5月22弱〈努〉午前S時から
⑨三当包守二議n寺に花火で予告の合図をする。
⑧小雨決行、ミの場合，i298(8)に

煩廷する

⑧清掃するところ ・自宅付近の道路

@広場主主調等子供の遊び場

@その抽の公共場所

平塚市害毒化運動議総本総

こう



ζ
P
Eの
白
色
宮
前
に
し
た
五
月
一
一
一
日
、
「
平
塚
市
C
ど
も

大
会
」
が
市
内
各
地
を
い
っ
せ
い
に
関
か
れ
た
。

と
白
い
〈
金
、
子
供
た
ち
の
、
山
身
と
も
に
健
全
な
育
成
を
額

い
、
家
族
ぐ
る
み
で
識
し
い
一
尽
を
過
と
し
て
も
ら
希
お
っ
と

い
う
も
の
で
今
時
が
九
回
目
。

背
く
澄
み
わ
た
っ
た
さ
っ
き
晴
れ
白
下
で
は
、
小
学
校
単

位
ロ
と
に
一
一
万
人
を
超
高
量
が
参
加
主
幹
ツ
ジ
ボ
1
ん

や
た
ζ

あ
げ
な
毒
液
し
ん
だ
。
な
に
し
ろ
、
章
者
室

〈
で
一
会
場
に
あ
て
ら
れ
た
混
障
や
小
学
校
の
校
庭
は
ど
ζ
も

元
気
な
子
供
た
ち
で
満
員
獲
況
白
に
ぎ
わ
い
ぶ
り
。

と
「
忍
で
、
近
む
ろ
の
子
棋
は
外
に
出
て
遊
ぽ
な
く
な
っ

た
と
い
わ
れ
る
。
「
学
校
か
CJ帰
る
と
繁
ι行
吉
、
銀
の
中

で
は
デ
レ
ピ
ば
か
h
u
」
。
幸
正
つ
い
え
ば
、
チ
ャ
ン
パ
↓
ア
と

っ
ζ
や
か
く
れ
ん
ぼ
な
ど
を
し
て
民
地
一
ぷ
子
は
と
ん
と
見
か
け

な
く
な
っ
た
し
H
ガ
キ
大
将
d
E康
弘
同
ん
な
く
な
っ
た
。
は

た
し
て
、
子
供
は
選
外
で
遊
ば
せ
る
べ
き
も
の
か
、
そ
れ
と

も
小
古
い
う
ち
か
亀
強
届
ま
せ
え
き
も
の
な
の
か
。

と
沿
あ
れ
、
と
の
日
の
出
来
事
は
殺
し
い
思
い
出
と
し
で

た
↓
匂
た
こ
晶
が
れ
、
天
ま
で
高
が
れ
-
た
こ
晶
げ
ヮ
で
む
ず
か
む
い
の
よ
F

〈
大
神
旦
ポ

t
y広
明
唱
で
vh

潮
風
を
い
A
J

ば
い
ば
受
け
て
波
遊
び
玄
月
の
溜
は
衰
の
に
お
い
が
す
る

お友達と一緒{ζお歌をうたいました

o窓)<~t主討:t ì\ C 男) 1名目額 3，400f弓

oー}殺すキ務員〔労) 16名 目額 3，200門
く〉一般事務員〔女) 22名 目額 3令部G何

φ応募費楕 ∞4 Jl1臼混在で18鰻以上の13
〈主議気技術i識は、電気の知吸が
品るつ汚
(3"';男子事務主羽二t水泳白できる方

間 6 Jl 30 臼 ~8 月31 日守前 E 持~
受5時

φ申し込み 5Fl31臼までに、生活課にある
申し込み;~Hこ記入白うえ生活諜告係へ。

体膏課電話匂1) 3060' 

平謹釈=ノJ、田原駅宮掛野支所
前 WJ神思議了尊大雄LL駅
一小田原軍司」斗Z~説駅

小学校低今母、高齢者はと遠慮

をσ 軽装ではきなれたくつ、弁

当、水筒、交通費]， 500円を用
寵する

アルパイト

11115川市営ブー)l，..1I!1山口"川

⑫期



安感然叡察会 カエJt-の声音量書く

夜の田んぼで、いろいろな力工んの声を路

ζ? ただし、ノJ叫Fノ:ÞJ~.z下は父兄同伴。

• 6月4日C士:午後5持からB時30分まで。
・場所は、南金目千須谷付近。

・申し込み 5月25日までに主主空軍はがきで曙
物館へ。多数の場合は拍せんで30名。

世こと器とこ1:1潟を作ろう
体験学習よノ1)-ズ1<<>12 縄文1時代白士お土
偶者作り、古代人の技術を学ぷ

• 6月17日から19臼までの3日間、今前10時
から午後4時まで。
・申し込み 往苦置はがきで 6R9日までに博

物館へ.なお、審IJD輯として当司 500fT]徴
収する。

女患を見る会

木，!ilきの黒点在観察てする。

・6月118(土〉午後2時から3時30分ま古
ただし、韓天、雨天のときは中止。

場申しiよみ往復はがきで6月 1臼までに博
物館へ。多数の場合は抽せんで20名，なお
ノJ、学生以上。
。博物輯干254 浅間町12-41

謹話 (33)5111 ~ 3 

毎週月曜日と月末日

ヲ転換蛮会 1由時と14時

古 1
寺学岳 i川山"山附"

草邑草分布

青曹の証明

青い最

老いらくのお
も鴨昏歌

幻視街

まひる野 と・下

感誌上・下

オザ霊島のE空会

ロッキ}

愛む空恋の諜 方日堂
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縫麗科医、

い。

女平塚市役所轄月提施E月間豊田島
日華霊 6月 6缶、 13臼、 20臼、 27日
場所市役所B会議安
申し込み 電話カジ、ガキーで

浅路町トー1市保健衛生議

電話 (23) 1111内緯259・260
女王子塚係鍵所υ 輔教月 C木曜日〉
日程 6月 1目、 8臼、 15白、 22日
場所平器保健所講堂

申し込み需話かハガキで

豊原町 6-21

く32コ0130電話

[3か月
6月 3臼 52年 2)守 1 臼 ~10臼生

6月10日 52年 2YJ l1日 ~20日空
6月17日 52'年 2 月21 日 ~28日空

[3歳児鍵診]
自月 2日 4明言 4 月 1 日 ~10日主主

6月16日 49年 4 月 11 臼 ~2C 臼主E

6月231守 的年 4 月21 臼 ~30日生

，716日中原公民館
民金田公民館

&-17釘 市匡話司院
12慰箆3
8月 7臼 崇蕎公安直宮 1自公民館
<<-8日 花水公民安富

》夜中央農協土沢支所

998 神沼公E議官
京畳間公民館

<<-10白須蜜公民館
民松原公民館

，913日八橋公民館
横内団地集会場

?-21日大野公E設官
民揖島公民館

?-22日金自公民態
民岡崎公民館

:1-23日 中原公民館

援金田公民館

924岡市民病院

①母子健康手元帳(転入した人は!日住

所で使っていた母子健康苧蝦〉

②問診察仁ζ白票は<J;H芳震で記入し
だ体混在規定してきで〈ださい〉

く〉予j訪接種を警告げられない人
①予防接種を受けて1週間たってい
ない人a ②はしか、 BCG、種夜、小

児可ヒ生ヲクは、それぞれ1か月以
之の間隔をおかないと受けられませ

んe ①七の他、有熱愚者、防いれん

性体関、 jCi、臓血管系、腎臓または耳干誠
に疾患~，晶り産宙開ことめられている
人n 合住所真土225-1 大半扇動

車の盤情土をしておられる荻原一

成さん (30鵠〉と美代子古ん (27
歳〉白二男。 51担当月半で身長64cm
部三重8知。 51年11月初日生まれ。
雅こちゃんには、真土ソJ学校1
年些の成樹くんというお兄ちゃん

がいて、いつも遊んでくれる。や

さしい子で、ミノレクやおむつもか

えてくれるg

主主俊10か月iJ'ら12か月までの罫ち
ゃん7引受ける健診です。受診できる

医瞭機関10'限られます。くわしいと二
とは時健明におたずねください。

亡君主査の逸知を受け取ってない方

は、慌イ理所に取bに来てください〉

t簡1議までの赤ちゃんが対象百了
時閣は午前 9時30分~1C時 30分
当日は母子健麗手帳を持夢。

5月17日 豊富士見公民館
ク19臼 豊回公民館
ク248 花水公民館
1-'26白金呂公民館
6月 2目指島民民館
タ 7 臼中~:Lと11;館

<"9日旭公民館
910日 市役所B会謹軌宅
夕刊日 横内田地第百注}針

。16日岡崎公民館

注ー担)[ii]を1回しか受けていない者
は初めから受けなおしになfつまず

翻時間・ 13時30分~15時まで・ただ
し誕印の会場は1"時~15時

襲撃巡翻日程

11 
5F 
6 YJ 1日

8月中に裕1歳になるお子さんを
対象に母子前料教室を開催しますe

日時 6月10日 13時3C分から
場所平単保健所

く母子健康手帳と筆記用具持歩〉

;官醤公民安官 7自公民間
イtJ]て公民館

国中央農協土沢支，jl

? 2 [1 神田公民館
民豊田公民館

<>3臼 須賀公民館
減税辻京公民館

<> 6日 八幡公民館
横内部地唱会場

。14日 大野公民館
波誠島公民主桔

ク 15白 金沼公民館
同岡崎公民館

し〉夜間白金潟は14時~15帯。

豊富巡回日程

5月16日 八幡公民館
横内団地集会場

917日 大野公民館
荒城島公民館

ク 181ヨ 金自公民館
》夜間組碕公民館

1'19日 中原公民館
民金田公民館

，720日市民病磁

仁三種混合予訪接種〉

毎月実施していますa 受けやすい

晶壌でお受けください。

翻対象- [第 1期]-3胆受ける。

生皆24か月から48"、月まで白幼
児。(接種間爾は2白 3[自とも3
2昼間から 8週間〉
Z第 2期J-1@J受ける@
第 1期目3巨}回が終ってから12か
月~18か月までむ期間に受ける。
4歳C4Sか月〉までに第ご期を完了
するのが望ましい。

軍軍時間・ l認寺30分~15時まで。ただ
し民却の会現はJ4時~15時
15月1

24臼 主主醤公民館組公民館
京中央農協土沢支所

25日 大野公民館横内団地葉会場
民農自公民館

268 謂置公民館
東ゼミJ京公民館間金田公民館

行政課では、 +，-e~章特統計局からの位制

を受けて、 5月25白から27臼にかけて、

一斉に物釦統計調査を英植する。調冶:員

10'お伺いしたらと協力を

，，'¥ '¥ ¥ 調査ま期日

_-ヲr，，_ 生鮮賞制品義的脅 5月25日~幻自
/円、 pヘ ヰ鮮貴料品在除
材 料 許→h く商品

ru“内 i_1 ト-1，/-' 5月25日

まう出騒 必22TTzrr
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沼し第3
私たちの生活をljJjるく重量かにするためには、立派な政治の基礎で

ある「選挙JがljJjるく行われることが必要です。そこて、明るい選

挙の推進カとなっていただくため「明るい選挙推進の会会長Jセ

募集しています。
完亙売品白 星ま肉、口ム全晶

君甜引 平常活躍かj、売儲格由

1∞Fにつき2C円安。
てただ、し、一自主特価品者徐<)

弱い合わせは市街野生活課

〈電話23-1111内融264)

〈会員となった場合の活動〉

000るい選挙話L冶い勤醤者養成講隠の星参加
。地区位民宜耳単位の切るい選挙の話し合い

。隣接雨前の選挙時書滋員との情報交換金

o選挙時における街頭啓蒙活動の重参加
やその他選管玄健の講演晶、数議議箆帯への参加

⑧記事し込み 平塚市選挙繁華童委員会

港童話 (23)1111内観初4



自
動
車
免
許
証
夜
更
新
す
る
と
き

に
必
要
な
「
更
新
時
特
例
講
習
告
」

が
次
の
白
鶴
で
関
か
れ
る
。

対
象
は
六
月
一
日
か
ら
八
月
三
十

一
日
ま
で
ぷ
免
許
証
を
更
新
す
る
方

で
、
当
H
D受
け
役
U
時
聞
は
午
後

支
持
一
一
一
十
分
か
ら
六
時
ま
で
。
な
お

濯
転
免
許
証
と
ボ
ー
ん
ベ
ン
ま
た
は

鉛
筆
凌
お
忘
れ
な
〈
。

マ
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刊
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日
〈
木
〉
油
小
学
校

マ
5
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幻
自
(
金
)
金
吉
小
学
校
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5
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〈
月
)
豊
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小
学
校
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6
R
1
臼
(
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大
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小
学
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マ
5
R
2
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〈
木
〉
神
尽
小
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校
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6
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〈
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小
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6
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火
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マ
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汚
9
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〈
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〉
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小
学
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マ
6
舟
ぬ
白
〈
金
)
潜
小
学
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マ
6
月
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立
(
月
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事
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小
学
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自
の
不
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由
な
人
た
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は

外
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同
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し
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点
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テ
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二
七
七
〉

城
山
ダ
ム
で
は
、
洪
水
期
窓
辺
え

台
風
や
集
中
豪
雨
の
際
、
出
水
に
よ

る
事
故
や
災
拝
受
持
抑
止
す
る
た
め
、

ダ
ム
放
遺
書
一
眼
差
施
す
る
。

試
験
は
、
サ
イ
レ
ン
、
只
ピ
了
カ

32;iRii322き;32;ii;
??ゑ724;533L3需22 ifii空襲
3話完時jii;話芸 fii??;ii
毛露よ宗ぎ電話2主主福富次長〉 義薬毒 3器君主廷
で免枝マ y
おを先ダチ

三重量ZS
奈ES手量

ii ii i 
百V 会竺考委昏 し， 4み

そで星野
方布月

若返毒議

著者ミ言
。入パ閣
す I
るク主主
と E t'J 

さ車高
器薬ム

〈与h
量雪議キ;
翠勺た控
訴3 い径と

主弓
撮 :拍車
v 白菜

松が丘小学校は昔、

ころから校名をつけているが、

はほとんどない。 -5月5臼審の大運動会にてー

ー
、
襟
旗
吹
き
流
し
、
議
光
長
一
夜
盤

お
よ
び
弘
報
唱
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る

特
に
、
口
前
と
午
後
弘
ニ
一
別
手
つ

サ
イ
V
Yが
吹
き
一
時ι
川
ら
さ
れ
ゐ
か
、

料
品
報
試
験
な
の
で
お
間
海
い
り
な
い

よ
う
に
。

マ
と
き

5
月刊
ω臼
〈
金
)

守
住
宅
判
明
司
談
を
問
問
く
一

住
宅
の
新
舗
や
増
改
築
、
ま
十
占
閥

単
な
慎
緩
な
F骨
占
闘
っ
て
い
る
人
の

た
め
に
関
設
す
る
。

マ
相
談
員
削
州
央
鐘
護
組
合

マ
開
設
日
毎
月
第
一
一
一
火
曜
汀
t
山崎

1
時
か
ら
4
時
ま
で
。

マ
場
所
市
役
所
市
民
相
談
室

な
お
、
「
市
民
住
宅
損
談
所
設
鋸

活
」
由
者
板
を
あ
げ
て
い
る
相
談
員

唱
で
は
常
時
相
談
に
応
じ
る
3

…
芝
山
吉
朝
刊
伶
潟
療
"

平
援
市
万
田
在
住
む
陶
芸
作
家
芝

山
市
口
邦
先
生
の
最
近
何
に
、
川
崎
県

、
心
先
住
む
生
け
る
平
叩
慌
の
花
を
策
提

し
て
い
た
?
と
杷
と
品
凶
器
展
。

ヤ
5
月
花
日
(
水
)
1
m品
目
(
日
)

?
と
C
ろ
博
物
館
特
別
展
一
t
r
i
p

一

横
柄
地
方
法
務
日
間
で
は
、
街
地
・

借
家
的
思
惑
、
寧
ぽ
内
の
も
め
む
と

隣
h
y
近
所
と
の
こ
と
な
ど
の
人
権
問

濁
や
刊
誌
記
・
民
高
等
の
無
料
相
談
所

在
聞
い
て
い
る
が
、
勤
時
帰
間
外
や

休
H
で
も
相
談
を
受
け
る
た
め
「
留

守
番
電
話
」
を
認
践
し
て
い
る
。

利
用
さ
れ
る
万
は
、
。
同
五
へ
ハ

間一
U

七
四
六
八
へ
お
電
点
的
ゆ
も

思
謹
市
善
意
緩
行
ス
ハ
穣
祉
会
館
内
〉

報
告
し
ま
す
。

V
社
会
福
祉
へ
・
馬
鳥
八
回
坤

円
、
一
市
民
二
千
円
、
密

閉
学
校
七
手
円
、
区
名

忠明
T

一
一
千
円
、
山
口
平
八

円
、
同
ロ
I
タ
5
1ク
一
ブ
プ

九
百
二
十
五
円
、
高
山
外
二
名
一
一

下
百
m
円
、
佐
葱
錦
司
↓
乃
円
匂

マ
身
佑
路
害
(
児
)
者
へ
a

神
同
時

入
金
一
万
円
、
愛
の
母
子
像
}

万
六
百
一
一
一
十
四
円
。

マ
恵
ま
れ
な
い
(
沼
)
方
へ
a

金
子

陽
子
五
千
円
、
神
田
小
学
校
六
年

一
組
四
千
円
、
〕
市
民
一
千
三

八
百
一
十
下
丹
、
佐
藤
山
一
辛
成
二
万

問
、
問
崎
市
常
住
宅
子
供
会
二
平

む
十
二
月
、
高
橋
真
樹
立
了
間
千
円

佐
藤
良
英
一
白
円
、
ス
ナ
ッ
ク
コ
ナ

二

万

望

者

土

台

、

宮

l
b

D
lク
ラ
ブ
四
万
六
千
円

(
以
上

4月
玲
ヨ
現
在
)

九笥理セYタ}では撚て犬による、の別加

と犬による危害を防ぐため、不用ブミの迎色]収容

を行っている。当日犬をだされる方は印控室、犬

主主札、注射済票および愛犬fぷ長を持容していた

だきたい。なお、収容車の除問時間は5分間/注
目百早めにおでかけを。

今月の殺号室怒 5月25滋〈水〉
母コースと時間

10: 00 白沢公民館 13: 45 神間公民館
10・15 "良公民館 14: 00 真土公民館
10: 30 榔殿会館 主4:10 東中原公民総
10・40 民主士見公民館 J4: 2日 野出公民館
10: 55 花木公民館 14: 30 故防公E号館
11 : 05 期資位民館 14: 50 金田公民館
11 : 15 削桑公民館 15; 05 /ir制令公官
11 : 25 !終合同庁舎前 15: 20 金日公民変3
11・40 1司四之宮公民館

)11療の主王者調べる

留

日~一~20~一一一
私たちの住む土封目立

いつなろど白ようにし

てできたのでしょう

か@自然に触れながら

その生いたちを与えて

みましょ?

で
す
。
ア
メ
は
、
時
々
食
べ
さ
せ

て
い
ま
す
が
、
ガ
ム
は
食
べ
さ
せ

て
い
ま
せ
ん
。
子
供
も
別
に
ほ
し

が
り
ま
せ
ん
の
で
。
一
と
白
書
え

で
し
ps

お
母
さ
ん
は
、
ガ
ム
が
答
に
し

か
な
ら
な
い
も
の
と
考
え
、

A
ち

ゃ
ん
の
歯
の
た
め
を
患
っ
て
、
食

べ
さ
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
一
方
、

甲
熟
で
も
の
わ
か
り
の
い
い
A
ち

A
ち
ゃ
ん
は
五
議
。
最
近
で
は
ゃ
ん
は
、
お
母
さ
ん
の
説
悶
を
淫

来
る
す
が
に
、
向
じ
選
び
を
く
D

解
し
、
「
食
べ
た
い
」
と
長
々
を

返
し
ま
す
。
ヌ
守
一
口
は
、
ガ
ム
を
こ
ね
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
と

買
っ
て
く
れ
あ
や
害
L
い
お
母
さ
と
ろ
が
、
周
り
の
チ
供
た
ち
が
立

ん
に
な
っ
て
一
と
詰
っ
て
、
お
ほ
ナ
ャ
ク
ナ
ャ
か
ん
で
い
る
ガ
ム

さ
ん
む
つ
乙
を
抽
出
、
ガ
ム
を
資
は
、
お
母
さ
ん
が
怨
像
す
る
以
上

い
に
狩
っ
て
、
い
っ
し
ょ
に
ク
チ
に
、

A
ち
ゃ
ん
に
と
っ
て
魅
力
的

ャ
ク
ナ
ャ
食
べ
る
ま
ね
三
-
一
二
審
な
も
の
だ
っ
た
の
で
し

そ
で
は
、
と
で
も
う
年
ノ
支

J
3
0
ぐ
っ
と
ζ

主

む

き

に

し

ま

す

。

現
v
hつ
yr癖
た

A
ち
ゃ
ん
の
心
皇

室
P家
主
軍
一
二
一
炉
ふ
伴
内
で
ば
一
、
不
満
ま
く
ら

院
と
育
ち
「
0
0念日

E
Z
F
ん
で
い
っ
た
の
で
し
ょ

っ
て
も
ら
っ
さ
と
か
夢
み
れ
V

う

ottモ
の
不

「×
X
へ
連
れ
で
っ
て
一

741二
J

満
車
惜
し
山
白
安
定

も
ら
っ
た
」
な
ど
と
、
よ
く
話
し
を
保
つ
た
め
、
宅
街
で
ご
品
母
さ

て
く
れ
る
A
ち
ゃ
ん
が
、
主
っ
し
ん
と
ガ
ム
を
食
べ
る
』
遊
び
を
く

て
C
う
も
、
ガ
ム
に
こ
だ
わ
る
の
l
D返
し
た
し
と
場
一
吾
り
れ
牢
ず
。

で
し
ょ
う
か
。
ふ
し
ぎ
に
思
い
、

A
ち
ゃ
ん
の
踊
の
た
め
を
怒
っ

お
母
さ
ん
に
尋
ね
て
み
る
と
「
お
た
内
愛
の
ム
チ
』
支
は
あ
っ
た
の

兄
ち
ゃ
ん
幸
ば
医
者
に
連
か
存
で
す
が
、
も
ヨ
少
し
A
ち
ゃ
ん
の

っ
た
時
、
叱
ら
れ
事
レ
た
n

虫
街
気
持
ち
を
察
し
て
や
る
ζ
と
が
大

に
は
ガ
ム
が
一
番
い
け
な
い
そ
う
切
だ
っ
た
と
一
患
い
ま
す
。

~教青研究所仁31)6850~ 

が、全体的にはモれほど違いませ

ん。ところで、相撲}iIO_)J)股長石は

武き<:種類に分げられます。

まず最も多いのは、丹沢IlJ塊に

広〈分布する緑石ぎょう灰岩類官

会JI日夜右の約半数を占めτいます
ζれは約2500万年前lこ丹沢をIA<
おおっていた海に堆損した海底火

山の噴出納です。次にいのは、

相撲111左障に分有するノ'l¥{;腎群の
岩石で約3苦手Jを占めていますaζ

の経右は県内では最もま可〈、約1
穏年もffrlにたまった砂岩や粒復岩
などです@そして第3は丹沢山裁

の西部に広く分布するそ王英潟探岩

〈みかげ石類〉などの火QX;岩類で

す。第4には緑;5ぎよう灰岩がマ

グマによって変成した変成岩主賓が

あPます。そ¢也には富士溶岩が

なくわずかにみられます@

ζのようなiI原石6種類と割合

E止、

モ白

調べ方のーっこ次のような方告が

あDますので紹介しますa

現流E告に近〈、

111原を代表するよ
1 白わくを昨Dます。モのわく

内で大きいものから)聞に川勝王石を

1001);1と白出し、 大きさと種類を

調べますe こうして調べた結果は

その打線を代表するものと考えら

れますφ そして数民主江主で閉じよヨ

な調査をすると、上流から下流に

向かつてm原石白大きさがどう変
化し、石の種類はどう異なるのか

などを矢口るζ とができます。

ζのような方法で石の大きさに

て二、て調べてみると、 7加ほど離

れわ草木のお模大橋と回村の神]11

掘とでは、その関に長径、中径、

短径とも 1~2 四ほど小さくなっ

。巡回自宅呈 5 T122臼〈日) 1加き ~12時四公E号室g

13時日分持万回湘有造関前〈沼地民怠治会コ

/29日〈日)10時~12時市役所正閏駐車場砂 13時

15分'---151特市民t:y主}前〈崇善地区自治会〉

一一一 o一一一-0一一一一く〉一一一一吋 W

000ご協力ありがとうございましたく>0く〉

日夜車体440京、イピ応ノ村口ット克出1115末、

平援なでしと三ライオンズFフプ正荷泉市場コ 40本

金宮地主自治会106本 e

の

る

す

そ

す

ま
倒

制

に

が
時

と

本

こ
が

る

川

な

河

田

践

の

く

他

者
は

大

込
コ
得
M

勲

貯

。市渓センター事務局 電話て32)2235 
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